
　 ひと・もの・ことをつなぐ「えんのえき」づくり

本計画地である高田屋嘉兵衛公園の中には、様々な体験を内包した場所が潜在している。
本計画では、公園内の多様な体験へと導く道の結節点に駅をつくり、来訪者を道の駅から
公園内の多様な体験へ導き、そして訪れた人々をまちの活動へと促し、公園とまちの魅力を
顕在化する「始発駅」となることを目指す。
こうした様々な体験と活動をつなぐことで、ひと・もの・こと、そして公園とまちをつなぐ
道の駅を、本計画では「えんのえき」と名付け、3 つの〈えん〉  —沿・園・縁— をコンセプト
として公園を整備する。

『沿』： 『縁』：『園』：

　周辺の山並みや公園施設と調和し、
　来訪者を優しく導きいれる断面構成

洲本の気候風土環境や素材を活かした、
親しみやすく心地よい空間設計

　芝生広場と呼応し、駐車場や公園と
　同心円状につながる機能配置
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